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荒木 敏夫教授 履歴・業績

荒木 敏夫 教授 履歴・業績
履 歴
１９４６年８月 東京（青梅市）生まれ
［学歴］
１９６９年４月 早稲田大学教育学部社会科地理歴史専修 卒業
１９７２年３月 早稲田大学文学部大学院 文学研究科史学専攻（修士課程）修了
１９７５年７月 東京都立大学人文学部大学院 人文科学研究科史学専攻（博士課程）
中退
［職歴］
１９７５年７月 愛知教育大学教育学部助手
１９７４年４月 愛知大学文学部 非常勤講師（～１９７９年３月）
１９７７年４月 愛知教育大学講師
１９７８年４月 愛知教育大学助教授
１９８０年４月 名古屋大学教養学部 非常勤講師（～１９８１年３月）
１９８６年１０月 神戸大学文学部 集中講義
１９８７年４月 専修大学文学部教授 現在に至る
１９８８年４月 国学院大學文学部 非常勤講師（～１９８９年３月）
１９９２年４月 國學院大學文学部 非常勤講師（～１９９３年３月）
１９９４年４月 アメリカ ニューヨーク州イサカ コーネル大学 客員研究員
（Visiting Fellow）（～１９９５年３月）
１９９７年２月 静岡大学人文学部 集中講義
１９９９年１１月 神戸大学文学部 集中講義
２００２年９月 専修大学文学部長 専修大学理事・同評議員 （～２００６年８月）
xxxiii
２００７年９月 専修大学副学長 専修大学理事・同評議員（～２０１０年８月）
２００８年３月 フランス パリ市 国立高等研究院（Ecole Pratique-des Hautes
Etudes）
［社会活動］
愛知県 岡崎市市史編纂委員会 編集委員，古代編執筆委員（１９７７年６月～１９９１
年３月）
愛知県 刈谷市市史編纂委員会 編集委員，古代編執筆委員（１９８６年４月～１９９０
年３月）
静岡県 静岡県史古代史部会 専門委員，古代編執筆委員（１９８５年４月～１９９７年
３月）
埼玉県 上福岡市市史編纂委員会 編集委員 古代編執筆委員（１９９１年４月～
２００４年３月）
文部科学省 大学共同利用機関法人分科会 第１期専門委員（２００５年０４～２００７年
０３）
国立歴史民俗博物館運営委員会 委員（２００８年０４～２０１６年０３）
大学共同利用機関法人 人間文化機構教育研究評議会 委員（２０１６年０４～現在に
至る）
［専門］
日本史（日本古代史）
担当科目 学部：歴史学入門ゼミナール（１年），日本史概説・，歴史資料
研究法，日本古代の王権と国家・（日本史特講），ゼミナール・・
大学院：博士前期課程－講義・演習，博士後期課程－講義・演習
業 績
［著書］
『日本古代の皇太子』吉川弘文館，１９８５年１０月
xxxiv
『可能性としての女帝』青木書店，１９９９年５月
『日本の女性天皇─十代八人の知られざる素顔』主婦と生活社，２００３年３月
『日本古代王権の研究』吉川弘文館，２００６年６月
『日本の女性天皇』（小学館文庫版５５２）小学館，２００６年９月
『古代天皇家の婚姻戦略』吉川弘文館，２０１３年１月
『日本古代の王権』敬文舎，２０１３年５月
『日本の女性天皇』（小学館文庫 電子書籍版）小学館，２０１４年９月
『古代日本の勝者と敗者』（敗者の日本史４）吉川弘文館，２０１４年１０月
［論文］
「タネ島と造籍」『古代研究』第３号，早稲田古代研究会，１９７２年９月
「聖徳太子研究批判のための覚え書」『歴史学研究』３９４号，１９７３年３月
「東宮機構の研究」『古代研究』第４号，早稲田古代研究会，１９７３年７月
「初期荘園研究に関する若干の整理」『第１回 古代史サマーセミナーの記録』，
１９７３年１１月
「「大兄制」覚え書１」『民衆史研究会会報』第１号，民衆史研究会，１９７３年１１月
「東宮機構の成立と皇子宮─皇子宮の退転過程の検討を中心として」『原始古代社
会研究』１，校倉書房，１９７４年８月
「８・９世紀の在地社会の構造と人民─律令制下の土地占有の具体化によせて」歴
史学研究会１９７４年度大会 １２，１９７４年１２月
「律令制下の皇太子制」『日本史研究』１７７号，１９７７年５月
「平安末期の農事慣行─顕昭「袖中抄」の「たづら」の項の紹介」『歴史評論』３３１
号，１９７７年１１月
「木簡と官衙遺跡について」『文化財を守るために』第１７・１８号合併号，文化財保
存全国協議会，１９７７年１２月
「東海の富豪と交通路」『地方文化の日本史第２巻 古代文化と地方』文一総合出
版，１９７８年２月
「古代渥美郡の木簡史料と地域史研究」『あいち歴史教育』第５号，愛知県歴史地
理教育協議会，１９７９年４月
xxxv
「三河古代の駅制─宮地駅家の位置比定」『岡崎市史研究』第２号，岡崎市教育委
員会，１９８０年２月
「平安時代の落穂拾い慣行と稲刈り労働」『古代天皇制と社会構造』校倉書房，１９８０
年３月
「伊場の祭祀と木簡・木製品」『伊場木簡の研究』東京堂出版，１９８１年９月
「杉本判決と教員の研修権」『歴史学研究』５０８号，１９８２年９月
「矢作川川床遺跡採集の墨書土器」『岡崎市史研究』第５号，岡崎市教育委員会，１９８３
年２月
「郡府 墨書小考─矢作川河床遺跡渡 A地区出土の墨書土器」『岡崎市史研究』第
６号，岡崎市教育委員会，１９８４年３月
「易田小論」『律令制と古代社会』東京堂出版，１９８４年９月
「古代伊予の駅家と津」『財団図書１３ 奈良時代の伊予』愛媛県文化振興財団，１９８５
年３月
「皇子の祭祀と経済」『東アジアの古代文化』第４８号，大和書房，１９８６年７月
「皇太子と天皇」『現代のエスプリ別冊 天皇制の原像』至文堂，１９８６年１０月
「古代国家と民間祭祀」『歴史学研究増刊号』青木書店，１９８６年１０月
「東の海つ道と伊良湖」『静岡県史研究』第３号，静岡県教育委員会，１９８７年３月
「日本古代の王権と女帝 その１─研究史の整理と再検討の視角」，『人文科学年
報』第１８号，専修大学人文科学研究所，１９８８年３月
「矢作川河床遺跡採集の「驛」墨書」『岡崎市史研究』第１０号，岡崎市教育委員会，１９８８
年３月
『刈谷市史第１巻 原始・古代・中世（担当 古代）』刈谷市，１９８９年３月
「奈良の都の繁栄はどのようにしてもたらされたのか─律令制下の天皇・貴族と
民衆」歴史教育協議会編『日本歴史と天皇』，大月書店，１９８９年７月
「皇子への挽歌─舎人献上歌の背景」『別冊歴史読本 野望の古代争乱シリーズ
謎の歌集「万葉集」』新人物往来社，１９９０年７月
「なぜ女帝が即位したのか」『争点 日本の歴史２ 古代編』新人物往来社，１９９０
年１０月
「律令制と古代社会─古代史学の論点と成果をめぐって」『人民の歴史学』第１０８
xxxvi
号，１９９１年６月
「東への海つ道と陸つ道」『海と列島の文化８ 伊勢と熊野の海』小学館，１９９１年
８月
「古代の祭りと遊び」『日本村落史講座第６巻 生活１』雄山閣出版，１９９１年１１月
「聖徳太子は何故即位できなかったのか」『新視点 日本の歴史 巻１ 古代』，
新人物往来社，１９９２年３月
『１００問１００答 日本の歴史』原始・古代（「万葉仮名は誰が発明したか」・「稗田阿
礼はどんな方法で『古事記』を暗唱したのか」・「貴族の子弟は受験勉強をした
のか」・「平安時代に幼い天皇が多いのはなぜか」），河出書房新社，１９９２年１１月
「仏教の展開と寺院の造営」『新版古代の日本 ７巻中部』角川書店，１９９３年１月
「大友皇子の即位問題」『法廷に立つ歴史学─家永教科書論争と歴史学の現在』大
月書店，１９９３年５月
「日本古代の王権と分業・技術に関する覚え書─６・７世紀を中心として」『専修
史学』第２６号，１９９４年５月
「日本古代王権的婚姻特征」『走向国際化的日本：从本亜的視角看』天津人民出版
社，１９９５年３月
「即位儀礼と葬送儀礼─古代を中心として」『講座 前近代の天皇制 ４巻』，青
木書店，１９９５年５月
「日本古代の皇太子と葬礼─仮寧令無服殤条との関連を中心として」『専修史学』
第２７号，１９９５年５月
「日本古代王 的婚姻特 」『日本學 第５ 』北京大学出版社，１９９５年６月
「藤原顕長の埋納経─綾瀬市宮久保遺跡出土の経筒外容器片に関連して」『専修考
古学』６号，１９９６年１０月
「王権論の現在─日本古代を中心として」『歴史評論』５６４号，１９９７年０５月
「則天武后とアジアの女帝」『シニカ』第１１７号，大修館書房，１９９９年１１月
「古代の女帝─新しい研究の地平」『日本史研究最前線』新人物往来社，２０００年５
月
「鳥羽院政下の女帝擁立案―八条院暲子」『歴史と旅』２８９号，秋田書店，２００１年
９月
xxxvii
「日本古代の王権・国家と社会」『歴史評論』６１８号，２００１年１０月
「上宮王家と橘大郎女─日本古代の系譜意識とその基盤」『専修大学人文科学年報』
３２号，２００２年３月
「美福門院藤原得子・暲子内親王の熊野詣―鳥羽院政期の王位継承の暗闘」『専修
大学人文科学研究所月報』１９８号，２００２年３月
「古代の政治権力と女性」『女性研究における日仏比較』日仏女性学会，２００２年７
月
「皇極女帝と祈雨儀礼」『日本全国 古墳学入門』学生社，２００３年３月
「女帝研究の視角と課題」『東アジアの古代文化』１１９号，大和書房，２００４年４月
「女帝研究と教科書叙述」『歴史地理教育』６７１号，２００４年７月
「倭国・東アジアと古代日本」『朝日選書７８０ 遣唐使の見た中国と日本─新発見
「井真成墓誌」から何がわかるか』朝日新聞社，２００５年７月
「古代の皇親と親王・内親王」『歴史と地理 日本史の研究』２１３号，山川出版
社，２００６年６月
「王位継承と女帝」『東アジアの古代文化』１２８号，大和書房，２００６年８月
「日本古代王権と婚姻」『古事記年報』５０号，古事記学会，２００７年１月
「日本古代の王権構造─非常時の場合」『専修人文論集』第８０号，２００７年３月
「古代の政治権力と女性」『フランスから見る日本ジェンダー史』新曜社，２００７年
５月
「ミコとヒメミコの古代史」『明日香風』１０４号，２００７年１０月
「古代東アジア世界と留学生─課題の所在 その１」『東アジア世界史研究センタ
ー年報』１号，２００８年３月
「古代の苑池と庭園」『東アジアの古代文化』１３７号，２００９年１月
「浜松市伊場遺跡と地域史研究」『文化遺産と現代』同成社，２００９年６月
「三河の国造制─穂国造と東三河」『馬越長火塚古墳群』（豊橋市埋蔵文化財調査
報告書第１２０集），豊橋市教育委員会，２０１１年９月
「神泉苑と御霊会─禁苑の変質とその契機」『専修大学人文科学研究所月報』２５３
号，専修大学人文科学研究所，２０１１年９月
「藤原仲麻呂の乱と西三河」『史料から読み解く三河』笠間書院，２０１２年３月
xxxviii
「古代の女帝─研究の現状」『歴史読本 特集古代女帝即位の謎』，新人物往来社，
２０１２年７月
「日本古代の女帝─研究の現状と方向性」『実教 地歴・公民科資料』第７７号，実
教出版，２０１３年９月
「古人大兄皇子論」『国立歴史民俗博物館研究報告』１７９集，２０１３年１１月
「律令国家と古代山城」『古代山城の成立と鞠智城（鞠智城シンポジウム２０１３ 成
果報告書）』熊本県教育委員会，２０１４年３月
『歴史の「常識」をよむ』，歴史科学協議会編，東京大学出版会，２０１５年１月
「大伴氏の「没落」─氏族研究の陥穽」『歴史地理教育』８３５号，２０１５年６月
「中世の女帝像─『我身にたどる姫君』の女帝の比較分析」『専修人文論集』第９９
号，２０１６年１２月
［編著］
「日本古代王権の婚姻─婚姻の国際比較の観点から」『ヤマト王権と交流の諸相』
名著出版，１９９４年１２月
［共著］
「日本地名資料集成 第１章第１節・第３節」『角川日本地名大辞典 別巻１』角
川書店，１９９０年１１月
「第５章 三河国造と西三河，第６章 奈良時代の三河，第７章 平安時代の三
河，別編 岡崎市の墨書土器」『新編岡崎市史巻１ 原始・古代』，岡崎市教育
委員会，１９９２年３月
『静岡県史通史篇１ 原始・古代』静岡県，１９９４年３月
『上福岡市史 通史編上巻』上福岡市教育委員会，２０００年３月
［共編著］
『静岡県史資料編４ 古代』，静岡県，１９８９年３月
『上福岡市史 資料編２：古代・中世・近世─』（担当―古代）上福岡市教育委
員会，１９９７年７月
xxxix
『日本史のエッセンス─歴史が物語るもの』（担当―古代）有斐閣，１９９７年１１月
『静岡県の歴史』（担当―古代）山川出版社，１９９８年７月
［書評］
米田雄介著『郡司の研究』『歴史評論』３１７号，１９７６年９月
直木孝次郎・小笠原好彦編著『クラと古代王権』『ヒストリア』１３４号，１９９２年３
月
菊地康明編『律令制祭祀論考』『日本歴史』５３４号，１９９２年１１月
勝浦令子著『孝謙天皇・称天皇』『歴史評論』７９６号，２０１６年８月
門脇禎二著『大化改新論─その前史の研究』『歴史学研究』３６３，１９７０年８月
門脇禎二著『飛鳥─その古代史と風土』『歴史評論』２４９号，１９７１年５月
［その他］
「１９７６年度 回顧と展望」（日本古代）『史学雑誌』８６―６，１９７７年５月
学会報告「８・９世紀の在地社会の構造と人民」歴史学研究会 大会報告，１９７４
年５月
学会報告「古代国家と民間祭祀」歴史学研究会大会報告，１９８６年１０月
xl
